
T
h

e
 

C
o

u
n

c
i

l
 

f
o

r
 

P
E

T
 

B
o

t
t

l
e

 
R

e
c

y
c

l
i

n
g

2011年4月発行
27

回収・再生・再利用の環を完成させるためのツールということで誌名を「RING」としました。
これはリサイクルが始まっていることを意味する「R・ING」からイメージしたタイトルです。

P E Tボトルリサイクル推進協議会  広報誌
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大切なPETボトルの
　　　継続的な国内循環
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市民の分別排出、市町村の分別収集、そして事業者による再商品化と

いう各主体ごとの役割によって、世界に誇る精度の高いシステムを構

築してきた日本のPETボトルリサイクル。しかしここ数年、使用済み

PETボトルの海外流出が増大し、せっかく築きあげた国内のリサイク

ルインフラシステムが崩壊するのではないかという懸念が出てきてい

ます。資源の少ない日本にとって、使用済みPETボトルは大切な資源。

国内でリサイクルし、資源としての有効活用とともに CO2 削減の効

果も図っていかなければなりません。

今号では、環境省および経済産業省のリサイクルを推進されるお立場

のお二人から、メッセージをいただきました。

東日本大震災により被災されたみなさまに、心よりお見舞いを
申し上げます。被災地の一日も早い復興を祈念いたします。

（出所）PETボトルリサイクル推進協議会

検索PETボトルリサイクル当協議会ホームページ



環境省 大臣官房廃棄物・リサイクル対策部
企画課リサイクル推進室

室長 森 下  哲

経済産業省 産業技術環境局リサイクル推進課

課長 岡田 俊郎

使用済みPETボトルの
国内資源としての在り方に
ついて

中国における使用済みPETボトルの
ベールでの輸入の解禁に思う
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分別収集されたPETボトルは環境
保全対策に万全を期しつつ適正に
処理されることが大原則

　容器包装リサイクル法の施行を契
機として PETボトルのリサイクル
が始まって12年、この間、国内での
リサイクルに係るインフラ整備が
進展する一方、海外、なかんずく中国
との関係は、彼地での経済の飛躍的
発展を背景としつつ、平成16 年の
中国政府による輸入の全面禁止措
置、平成17年の破砕済品に限った
輸入禁止措置の解除、そして、昨年
2月の一定の条件を満たす圧縮・梱
包品に関する輸入解禁という変遷
を辿っています。
　そもそも、PETボトルのリサイク
ルは、容器包装リサイクル法に基づ
く日本容器包装リサイクル協会によ
る入札を通じたルートによる処理が
基本です。他方、一般廃棄物処理は
市町村の自治事務であるためこの
ルートを使うか使わないかは自治体
の判断に委ねられ、使わないとなれ
ば市町村が独自の判断で選定した
ルートで処理されます。この場合、
環境省から累次発出されている通知
にもあるとおり、分別収集された
PETボトルは環境保全対策に万全を

期しつつ適正に処理されることが大
原則ですので、中国に輸出される場
合についても市町村は中国国内にお
ける取扱いを含めて自ら適正処理が
確実に遂行されていることを確認す
るべきです。

国内における資源の再活用の重要性
を踏まえたリサイクル推進の在り方
の検討が不可欠

　このような形で適正処理や望むら
くは各般のトレーサビリティが担保
され、さらに市民との関係でアカウ
ンタビリティが果たされれば、あと
は経済原則に基づきつつグローバル
なモノの流れが生ずることは当然と
する考え方もありますが、我が国は
国家政策として循環型社会形成を推
進しており、その中でリサイクルを
推進することは当然であります。こ
うした立場から、当該再生資源の国
内における再活用が国内の経済活動
を維持するために如何ほどの重要性
を持っているか、当該再生資源を取
り巻く全体としてのマテリアルフ
ローの構造がどうなっているのか、
といった点を踏まえつつ、リサイク
ル推進の在り方を検討することが不
可欠です。PETボトルについても、

リサイクルによる石油資源の節約効
果、再生資源の主要利用先である繊
維産業等の国内外の状況、PETボト
ル材料としての再利用可能性などに
ついて、冷静かつ客観的な検証を行
いつつ、リサイクルの在り方を突き
詰めていくことが重要です。
　また、高値買い取りに誘発される
ような形で独自ルートを選択する市
町村が現実に少なからず存在し、そ
の背景には、分別収集・選別保管に
必要な経費の増嵩が存在することも
事実であり、改善に向けた検討を行っ
ていく必要があります。

今後のPETボトルリサイクルの
改善とさらなる安定化に向けて

　今後のPETボトルリサイクル制度
の改善とさらなる安定化に向けて
は、以上に述べた論点を踏まえつつ、
動脈・静脈双方のバリューチェーン
を繋ぐ関係者相互の連携と共創を一
層強固なものとしていくことが不可
欠であり、政策当局がミッション遂
行に向けた責任を負うのは当然のこ
ととして、関係主体各位におかれて
も、それぞれの役割と立場に応じて
最善を尽くすべく奮起されることを
期待しております。

分別収集された使用済みPETボトル
等について
　市町村により分別収集された使用済

み PETボトル等については、容器包装

に係る分別収集及び再商品化の促進に

関する法律の一部を改正する法律（平

成18年法律第76号。以下「改正容器包

装リサイクル法」という。）の施行に伴い、

改正された容器包装廃棄物の排出の抑

制並びにその分別収集及び分別基準適

合物の再商品化の促進等に関する基本方

針（平成18年12月財務省、厚生労働省、

農林水産省、経済産業省、環境省告示

第10号。以下「基本方針」という。）により、

市町村により分別収集された使用済み

PETボトル等については、指定法人等

に円滑に引き渡すことが必要であるこ

とを明らかにしています。

　基本方針においては、廃PETボトル等

の分別基準適合物を市町村が指定法人以

外の事業者に引き渡す場合にあっては、

「分別収集された容器包装廃棄物が環境

保全対策に万全を期しつつ適正に処理さ

れていることを確認することが必要であ

る。同時に、市町村は、このような容器包

装廃棄物の処理の状況等については、住

民への情報提供に努めることが必要で

ある。」としています。

　そのため環境省では、自治体に対して、

使用済みPETボトルの再商品化のため

の円滑な指定法人等への引渡の推進を強

くお願いしてきたところです。

資源循環システムを国内で維持していく
ことが重要

　しかし、使用済みPETボトルについ
ては、インドでの綿花の不作等による代

替原料としての需要の増加等により、

海外での需要が高まっている状況にあ

ります。例えば、中国では法改正（2009

年 8月）によりこれまで禁止していた、

ベール（PETボトルを切り刻まずにその

まま圧縮・梱包したもの）での輸入を解

禁し、昨年12月にはベール輸入の認定

第一号が出されており、今後の動向を注

視していく必要があると考えています。

主要な資源の大部分を輸入に依存して

いる我が国にとって、使用済み PETボ

トルなどの循環資源を有効に活用するた

めのシステムを国内で維持していくこと

は極めて重要であり、そのためには再商

品化の安定的な実施が前提となります。

　環境省としては、今後も、自治体関係

者の方々への周知を徹底し、使用済み

PETボトルの継続的なリサイクルに取り

組んで行きたいと考えています。



清掃車で、ごみ投入体験

保育園で環境学習

岩手県岩手県

盛岡市盛岡市
岩手県

盛岡市
東京都　東京都　

八王子市八王子市
東京都　

八王子市

分別収集にご協力ください ※市町村の分別方法にしたがって排出してください。

指定表示製品（飲料、特定調味料）以外の
PETボトルなどの、その他プラスチック製
容器包装にこのマークがついています。

キャップは必ずはずして、
ラベルはできるだけ
はがしてください。

中をすすいでください。 横方向につぶしてください。

※つぶすとラベルがはがしやすくなります。
※取りはずしにくい「しょうゆボトル」の中栓や、 
　 キャップをはずした後に残るリングなどは
　無理に取る必要はありません。そのまま排出
　してください。口元の白い部分もPET樹脂です。

市町村のPETボトル収集日に
排出してください。

環境部ごみ減量対策課 課長　   山口 清隆
　　　　　　　　　　　主任　   小池 博信

主任　佐々木 和美   

～市町村紹介～
＜取材：RING編集委員＞ ～市町村紹介～

市と市民が一体となって、きれいなまち盛岡の実現へ市と市民が一体となって、きれいなまち盛岡の実現へ市と市民が一体となって、きれいなまち盛岡の実現へ 緑豊かな街を守るための資源循環システム。緑豊かな街を守るための資源循環システム。緑豊かな街を守るための資源循環システム。

盛岡市リサイクルセンター 所長　　　　上野 雅弘
技術管理者　浅沼 佳昭

盛岡市きれいなまち推進協議会　副会長   水野 宮三

環境部資源循環推進課 副主幹                 
   兼 資源化推進係　 係長　菅原 由紀

資源循環推進課 菅原氏リサイクルセンターで手選別 ベール品

東日本大震災により被災されたみなさまに、心よりお見舞いを申し上げます。
被災地の一日も早い復興を祈念いたします。

（左から）佐々木氏、小池氏、山口氏圧縮・梱包されたベール品資源化センターで手選別

（取材日：2011年2月24日）　

（取材日：2011年1月13日）　

きれ
いなPETボトルは

  生
まれ変わります！
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雪国でのPETボトル回収
　岩手山を背景に市内を北上川と中津川
が流れる、杜と水の都、盛岡市。北東北
の拠点として栄える市の人口は約30万人。
明治・大正期の建物が今なお現存する、
歴史文化的遺産にあふれる街です。
　市では、2006 年の合併後、3 つの地域
で分別収集を行っています。PETボトル
の資源回収は 1997年から。中身が確認で
きる透明または半透明の袋で排出して、
月2回、ごみ集積場所から回収を行ってい
ます。しかし、冬になると、集積場所が雪
で埋まってしまい、冬の朝は雪を掘り返し
て場所を確保するところから始まるとの
こと。雪国ならではの苦労がうかがえます。

懇談会で、市民と一体になって行う
啓発活動
　市と市民が意見交換をする場である
「懇談会」を町内会等の協力を得ながら
地域ごとに開催し、収集環境やごみ処理
の現状についてコミュニケーションを
取っています。また、啓発のための３R
推進イベントやキャンペーン等も、一緒
に考えて、企画・実行しています。
　毎年７月に行われる「きれいなまちも
りおか推進キャンペーン」では、集積場
所パトロールや分別説明会の実施、古着
のファッションショー「もりおかフルコレ」
の開催などに協働で取り組んでいます。
特に分別説明会では、新しく始まった「プ

ラスチック製・紙製容器包装」の説明会
を2年間で1000回以上実施しました。
　啓発活動については、出前講座に人気
があります。「分別の達人講座」では、市
民のみなさんに実際にごみを分けてもら
い、解説をしながら答え合わせをします。
「ごみ処理の仕組やリサイクルの行方な
ど説明をする機会はあまりないので、み
なさん納得すると分別に意欲を持っても
らえます。」と菅原氏。＜きれいなまち盛
岡＞の実現のため、市と市民がタッグを
組んで、毎日熱心に取り組んでいます。

排出するときは、キャップは必ず
取ってほしい
　盛岡地域で回収した PETボトルなどの
資源ごみを処理する、盛岡市リサイクル
センター。年間約800トンの PETボトル
が集まり、全量が指定法人ルートへ納め
られます。市内と同じく冬場はストック
ヤードが雪で埋まってしまうので、朝は
まず除雪作業から始まります。また、選
別ラインに雪が混ざるため、どうしても
作業効率が落ちてしまいますが、「冬は
入ってくるPETボトルも少ないので、あ
まり支障はありません。それよりも、ま
ずはキャップを必ず取っていただきたい
ですね。」と、浅沼氏です。

分別・リサイクルのために、
３つの約束
　取材当日、市の訪問啓発活動に同行し、
北松園風の子保育園を訪問しました。遊
戯室では、市の指導員2名による、分別・
リサイクル紙芝居がスタート。その後、き
れいなまち推進員の水野氏が、正しい分け
方、出し方を説明。子供たちからは「知っ
てる！ぶんべつだ！」「リサイクルだよ！」と、
元気な返事が返ってきました。
　最後に、指導員と子供たちは約束をし
ました。「物は最後まで大事に使う」「好
き嫌いをしない」「ごみを分けるお手伝い
をする」という３つの約束に、「はーい！」
と答える子供たち。エコに対する意識が
大切に育まれていました。

PETボトル収集は、集積所での
モデル回収から
　古くは織物の町として栄え、現在では
日本有数の学園都市として知られる東京
都八王子市。森林面積が市域全体の40％
以上を占める緑豊かな地域で、人口は東
京都多摩地域で最多となる58 万人。そし
て、21校もの大学を有しています。
　PETボトルの資源回収は、1996年 6月
の集積所モデル回収からスタート。その
後、1998 年より市内のスーパーや酒販店
の店頭回収ボックスで週 2～3 回の回収
に移行し、2004年10月には、それまでの
拠点回収に加えて全市域での集積所回収
を実施。2010年10月からは戸別回収とな
りました。PETボトルはプラスチック資
源化センターで減容化しています。

ごみ有料化とともに、戸別回収へ移行
　八王子市では、排出者責任を明確にし
て分別を徹底するため、2004年10月のご
み有料化に合わせて可燃・不燃ごみを戸
別回収に切り替えました。可燃・不燃ご
みは、戸別回収前と比べて約28%の減量
化に成功。そして2010年10月から資源ご
みについても、戸別回収をスタートさせま
した。回収の際はレジ袋の使用を減らし
たいという観点から「袋ではなく、かご等
の容器で出してください」と住民にお願
い。戸別回収になってから、異物が少なく
きれいな状態のものが多くなったそうです。
　また、ごみ収集を福祉にも活かす「ふ

れあい収集」制度を取り入れています。
これは、ごみ出しが困難な一人暮らしの
高齢者や障害者を対象に、職員が自宅前
に置かれたごみを収集し、その際に安否
確認するという仕組みで、高齢者の方々
から喜ばれています。

きめこまかく実施した啓発活動
　資源化拡大、資源物の戸別回収がス
タートする際は、市民センターで20回以
上にもおよぶ説明会を開催。それに加え
て地域ごとの出前講座は300回ほど実施し
ました。また、多くの大学にも出向き分別
の方法などを説明しています。八王子市は
留学生などが多く、さまざまな国の人が住
んでいるため、収集カレンダーは 6ヶ国語
に翻訳して配布しています。
　子供たちに対する啓発活動としては、小
学4年生を対象に工場の見学などを実施
し、環境副読本を作成し配布しています。
また、小学校に清掃車を運び、ごみを入れ
る体験をしてもらう出前講座も実施して
います。

最新の設備を備えたプラスチック
資源化センター
　2010年10月に完成したプラスチック資
源化センターは、容器包装プラスチック
およびPETボトルを選別、圧縮、梱包し、
出荷しています。処理能力はプラスチッ
クが最大 40トン／日、PETボトルが最大
12トン／日。センターができる以前は、
PETボトルを収集しても全量処理でき
る能力がなかったため、しかたなく一部
を独自ルートで処理していましたが、こ
の施設が出来てからは全量を指定法人
ルートに納めています。 
　センターは、人にやさしい構造になって
おり、ストックヤードの天井付近から消
臭剤をまいてにおいが出ないようにした
り、VOC（揮発性有機化合物）の除去装
置（光触媒と活性炭吸着方式）を導入し
たり、選別ラインでは、まず比重差選別
機でおおまかに分けてから手選別へ流
すなど、作業環境の改善に積極的に取
り組んでいます。また、センター自体が
太陽光を多く取り入れる構造になってい
るため、選別ラインに限らず、全体がと
ても明るく、環境施設のこれからのある
べき姿を示しているように感じました。



● ポリエステル原料
● マテリアルリサイクル

2011年度登録  PETボトル再商品化施設一覧 《60社 66施設》

宮城県 仙台市 （株）佐彦［本社工場］
　　　 名取市 協業組合名取環境事業公社[E&Rプラザ]
　　　 栗原市 ダイワテクノ工業（株）［ダイワテクノ・エコセンター］
　　　 東松島市 （株）タッグ［本社工場］

秋田県 湯沢市 （株）湯沢クリーンセンター［リビアン］
山形県 米沢市 リサイクル東北（株）［PETボトル再商品化工場］

福島県 いわき市 トラストサービス（株） ［リサイクルセンター遠野事業所］
　　　 いわき市 環境開発事業協同組合 ［いわき工場］
　　　 会津美里町 （株）ジー・エス・ピー ［会津工場フェニックス］

栃木県 小山市 小山化学（株）［本社工場］
　　　 鹿沼市 ジャパンテック（株）［宇都宮工場］
　　　 壬生町 ジャパンテック（株）［栃木工場］

群馬県 玉村町 （株）速水［ペットボトルリサイクル事業部］

埼玉県 さいたま市 （有）太盛［浦和リサイクルセンター］
　　　 川越市 加藤商事（株）［リサイクル工場］
　　　 熊谷市 （株）大誠樹脂［ペットボトルリサイクル第二工場］
　　　 神川町 （株）エコマテリアル[埼玉工場]

千葉県 松戸市 リソースガイア（株）［松戸工場］
　　　 市原市 （有）石井運輸［ペットボトルリサイクル工場］
　　　 君津市 （株）佐久間［君津ペットボトルリサイクルセンター］
　　　 　栄町 （株）丸幸［千葉栄工場］

茨城県 神栖市 オール・ウェイスト・リサイクル（株）［鹿島工場］

東京都 江東区 東京ペットボトルリサイクル（株）［本社工場］
　　　 足立区 （株）トベ商事［第8作業所］
　　　 町田市 社会福祉法人共働学舎［小野路・湯舟共働学舎］
　　　 瑞穂町 （株）加藤商事［西多摩支店リサイクルプラント］

神奈川県 川崎市 JFE環境（株）［川崎ペットボトルリサイクル工場］
　　　    南足柄市 南開工業（株）［エコマテリアル工場］

新潟県 村上市 （株）日本アクシィーズ［坪根工場］
北海道 札幌市 北海道ペットボトルリサイクル（株）［札幌工場］
　　　 苫小牧市 ジャパンテック（株）［苫小牧工場］
　　　 三笠市 根来産業（株）［三笠工場］

神奈川県 川崎市 ペットリファインテクノロジー（株）［本社工場］

沖縄県 うるま市 （株）沖縄計測［沖縄ペットボトル・リサイクル工場］
　　　 うるま市 フェイス沖縄（株）［中部東工場］

富山県 魚津市 （株）魚津清掃公社［第2リサイクルセンター］
　　　 砺波市 （株）高岡市衛生公社［PETボトル再生処理事業所］
石川県 小松市 （株）セキ［ペットボトルリサイクルセンター］
　　　 白山市 （株）北陸リサイクルセンター［北陸センター］
福井県 福井市 大島産業（株）［ペットマテリアル工場］

長野県 飯田市 （株）アース・グリーン・マネジメント［本社工場］
　　　 松本市 共和観光（株）[ペットボトルリサイクル工場]

静岡県 菊川市 （株）エコリング［本社工場］
愛知県 小牧市 ウツミリサイクルシステムズ（株）［小牧工場］
　　　 飛島村 （株）シーピーアール［CPR第１工場］

滋賀県 甲賀市 小島産業（株）［滋賀工場］
大阪府 　堺市 根来産業（株）［浜寺工場］
　　　 泉南市 ウツミリサイクルシステムズ（株）［りんくう工場］
　　　 高槻市 都市クリエイト（株）[資源リサイクルプラント]

兵庫県 宍粟市 フジテクノ（株）［一宮工場］
岡山県 倉敷市 環境開発事業協同組合［帯高工場］

広島県 三原市 （株）広島リサイクルセンター
                    　［広島リサイクルセンター］
　　　 尾道市 （株）正和クリーン
                    　［尾道PETボトル再生工場］
　　　 福山市 日本合繊（株）［御領工場］
愛媛県 松山市 （株）帝松サービス
                    　［ペットボトルリサイクル工場］

福岡県 北九州市 西日本ペットボトルリサイクル（株）［本社工場］
　　　 福岡市 （株）環境開発［リサイクルプラント］
佐賀県 小城市 （株）イワフチ［小城工場］
　　　 江北町 （株）イワフチ［本社工場］
長崎県 波佐見町 （有）筒井商店［本社工場］
熊本県 熊本市 有価物回収協業組合石坂グループ［本社工場］
　　　 熊本市 （株）熊本市リサイクル事業センター［新港事業所］
　　　 水俣市 社会福祉法人水俣市社会福祉事業団［わくワークみなまた］
宮崎県 高鍋町 （株）井上商店［西都・児湯資源リサイクルセンター］

青森県 青森市 （株）青南商事［プラスチックリサイクル工場］
岩手県 一戸町 社会福祉法人カナンの園［リサイクルセンター］

公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会「平成23年度登録再生処理事業者」（2010年11月19日発表）より

＜取材：RING編集委員＞

環境でも先駆ける、清涼飲料工場のトップランナー環境でも先駆ける、清涼飲料工場のトップランナー環境でも先駆ける、清涼飲料工場のトップランナー

キリンビバレッジ株式会社   湘南工場

＜概要データ＞    キリンビバレッジ株式会社  湘南工場
                        〒253-0101 神奈川県高座郡寒川町倉見1620       Tel. 0467-75-6161  Fax. 0467-75-6169

■敷地面積　 約91,000m2 
■建築面積    約46,000m2

■年間生産量    約3,000万ケース
■操業開始　    1973年6月

■生産品目    お茶系飲料、コーヒー飲料、機能性飲料など、
                   約50種類を生産

会員企業訪問
再商品化事業者紹介

株式会社井上商店
西都・児湯資源リサイクルセンター地域社会に根付いた環境配慮の

取り組み 〒884-0003  宮崎県児湯郡高鍋町大字南高鍋8413 -15
TEL:0983-23-8110    FAX :0983-23-6231

井上社長（左）、児玉工場長（右）

説明を受けるRING委員
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広報担当主任 江口氏製造担当部長 松並氏（左）、 古谷氏（右）

代表取締役　井上 博功
工場長　　　児玉 行男

取材：RING編集委員

安定したPETフレークの生産のために
　宮崎県の歴史と文教の町、高鍋町で、さまざまな資源物のリサ
イクル事業を行っている株式会社井上商店。1957年の創業以
来、50年以上にわたってリサイクル事業に取り組んできました。

　容器包装リサイクル法の制
定を受けて、2001年に PET
ボトルリサイクル事業をス
タート。プラント構築の際は、
当協議会のほか、地元企業か
らも協力をいただきました。
最初はラベルの混入が多く、

なかなか品質が上がらず苦労しましたが、今ではその甲斐あっ
て多くのお客様に満足いただける高品質のフレークを生産して
います。また、出荷量を一定に保つのにも、さまざまな工夫が
あります。フレーク生産は気温の影響を受けるので、その時々
でちょうど良い加減の見極めに苦労しています。先進的な機械
よりも、人力で作業している部分が多いです。しかし、その方
が扱いやすくて、良いところも悪いところもわかって、調整しや
すいそうです。

　「生産面もそうですが、必要な量の使用済みPETボトルが落札
できるかどうかが心配です。現在の単年度入札システムでは、入
荷の予定が立たず、いろいろと大変です。PETフレークを安定生
産するためには、安定した使用済みPETボトルの入荷が不可欠。
事業系も含めて、集めるのに苦労しています。」と井上社長です。

地域住民の協力で集まるきれいなPETボトル
　工場には家庭系と事業系のPETボトルが集
められてきますが、家庭系のものはキャップも
ラベルも取れた真っ白できれいなものばかり。
高鍋町とその周辺地域では、「キャップとラベル
は、はがして出す」ということが住民に浸透し
ているようです。また、環境に対する意識も高
く、毎年、地元の婦人部や小学校からの見学申
し込みがあります。
　地域社会と良い関係を築きながらリサイクル事業を行っている
（株）井上商店。今日も、環境への配慮を欠かさず、地域に根付い
た取り組みを続けています。
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執行役員 湘南工場長   築地 輝夫
（2011年 1月現在）

環境安全室 製造担当部長   松並 正純
（2011年 1月現在）

製造担当部長   古谷 文明
総務担当 広報担当主任   江口 早苗

社員が利用する食堂の分別ステーション

築地工場長

した。その後、PETボトル製品の需要が
増えてきたため、設備を増強してインラ
インブロー方式とプリフォーム製造ライ
ンを自社内に。プリフォームの射出成型
はとても難しく、製品化まで実に４～５
年かかりました。工場内で PETボトル
を生産していることのメリットは物流面
にもおよび、トラック台数を大幅に減ら
すなど、環境負荷低減に大きく役立って
います。

チャンバー方式無菌充填の先駆け
　湘南工場では、1994 年に世界初となる
チャンバー方式でのアセプティック（無菌）
充填を確立。そして 2000 年には、PET
ボトルのプリフォームをブロー成型して
無菌充填を行う、一貫した「インライン
ブロー無菌充填システム」を導入しまし
た。それまで実施していたホット充填では、
中身を 80～ 90℃の高温にして容器の内
壁を殺菌するため、冷やして飲む清涼飲
料でもPETボトルに耐熱性を持たせな
ければなりませんでした。それが常温で
充填できるようになったため、PETボト
ルの耐熱性が不要となり、薄肉軽量化が
実現。省資源化によって、環境負荷低減
に大きく貢献できるようになりました。
　また、それまでボトルの殺菌に48時間か
かっていたものが数秒で終わるようにな
り、生産性も向上。さらに、冷却したまま
充填できるため、生茶などは味や香りが高
いレベルで保持できるようになりました。

最新・最善の設備を導入
  清涼飲料業界では最大規模となる年間
約3,000万ケースの生産能力を誇る、キリ
ンビバレッジ湘南工場。1973年に操業を
開始し、敷地面積は約91,000m2（東京ドー
ム約2個分）。工場設備には、壁面に設置
された太陽光パネルや、コジェネレーショ
ンシステム、ボイラー燃料の天然ガス
100% 転換など、環境対策について最新・
最善の設備を導入しています。また、操
業開始以来、常に地域共生を心がけ、小
学校の社会科見学の受入れや、年 4 回の

工場周辺美化活動
などを行っていま
す。1998 年にはそ
の活動が認められ、
神奈川県より「地
域共生型工場」と
して表彰を受けて
います。

いちはやくPETボトルを内製化
　PETボトル飲料については、「湘南工
場のPETボトルの歴史が、キリングループ
のPETボトルの歴史」と言えるほどそ
の取り組みは早く、1991年からPETボ
トルを内製化。最初はベースカップのつ
いた炭酸飲料用の 1.5L。そして、1994年
にワンピースの「自立型耐熱圧PETボト
ル」を開発。これによってボトル素材が
単一化されてリサイクルが容易になりま

59種類にもおよぶ廃棄物分別
   ここ湘南工場をはじめ、自社工場であ
る舞鶴工場でも廃棄物をすべて再生利用
しており、再資源化率 100％を達成。同
じ可燃物でも割り箸と紙ごみを分けるな
ど、見学した食堂の分別ステーションで
も30 種類に分別しています。PETボト
ルについては、プリフォームは再生材と
して戻し、充填後のものは外部に有価で
引き取ってもらい、ペレットから繊維やト
レイなどにリサイクルしています。

さらなる環境負荷低減を目指して
　さまざまな努力の積み重ねによって、
CO2 排出量原単位を1990年比６％削減
など、環境負荷低減に大きな成果をあげ
ている湘南工場。キリンビバレッジは、
ペコロジーボトルなど PETボトルの軽
量化でも先駆けていますが、現状に満足
することなくさらなる軽量化に取り組ん
でいます。その開発は、軽さ・薄さと充填・
生産効率のせめぎあい。さらに軽量化ボ
トルを扱う技術を高めていかなければい
けません。これらの難題を前にしながら
「極限の軽量化はどこまでか、追求は続
きますね」と語る古谷部長。環境への配
慮と、安心・安全でおいしい製品づくり
はこれからも続いていきます。



INFORMATION

新認定再商品化製品紹介 PETボトル協議会が 2010年 3月～ 2011年 2月末までに、新たに
「PETボトルリサイクル推奨マーク」の使用を認定した再商品化製品です。

社団法人 全国清涼飲料工業会
PETボトル協議会

社団法人 日本果汁協会
日本醤油協会

酒類PETボトルリサイクル連絡会

PETボトルリサイクル推進協議会
会　　員　　団　　体

2011.4 編集・制作／株式会社MD 東京都港区六本木7-7-13

PETボトルリサイクル推進協議会 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町7-16 ニッケイビル２階　TEL 03-3662-7591 ／ FAX 03-5623-2885

今号の特集では、「使用済みPETボトルの輸出」について環境省、経済産業省から寄稿してい
ただきました。この問題には「国家政策として循環型社会を形成していく」ということと、「経
済原則に基づくグローバルな物の流れの必然性」という２つの大きな問題が存在しています。
各関係主体の議論がさらに深まることが望まれます。市町村紹介では盛岡市を訪問いたしま
した。各地域で懇談会がおこなわれ、また２年間で1000 回以上の説明会が実施されるなど、
リサイクル活動を通じて盛岡市は行政と市民が強い絆で結ばれています。その絆によって、
今回の震災から１日も早く回復、復旧されることを心からお祈り申し上げます。（T）

発行人

編集後記

PETボトル

■10月29日　第2回PETボトルリサ
　 イクルシンポジウム（東京国際交流
　館会議場）を開催いたしました。

■12月9日～11日　エコプロダクツ
　2010 （東京ビッグサイト）に出展
　しました。

A

Q

有償分拠出金 と 再商品化合理化拠出金 があります。

有償分拠出金 

再商品化合理化
拠出金

使用済みPETボトルを指定法人に引き渡した場合、市町村等が受け取る経済的なインセン
ティブはありますか？

2010年度 PETボトル2010年度 PETボトル
33RR改善事例集改善事例集 リターナブルリターナブル

PPEETTボトボトルルを考えるを考える

2010年度 PETボトル
3R改善事例集飲み終ったPETボトルを飲料用以外の用途でお

使いになる場合は、衛生上、安全上の問題などが
発生するおそれがあります。十分ご注意ください。

PETボトルリサイクルについて、より広くご理解いただくために各種
PR 物をご用意しています。ご用命の際は、当協議会事務局まで
お気軽にお問い合わせください。

リターナブル
PETボトルを考える

当協議会ホームページにて公開中

ご注意ください

（株）さくらコーポレーション
［テント］

根来産業（株）
［カーペット］

ダイハツ工業（株）
［カーペットマット］

丸竹コーポレーション（株）
［カーペット］

谷口産業（株）
［防草マット］

（株）日本リース
［マット(エコ薄型マット)］

（株）ヤクルト本社
ホットゆず＆日向夏

280mlPET(ホット対応 )

（株）越谷工芸
［カスタネット］

クリーンテックス・ジャパン（株）
［ダストコントロールレンタルマット］

（株）太幸
［リサイクルPET仕切板］

三井化学（株）
［ゴミ収集袋］

アスワン（株）
［カーペット］

■2月5 日　 容器包装 3R連
　携市民セミナー in 名古屋
　（3R推進団体連絡会主催）
　が開催されました。

■12月15日　3R推進団体連
　絡会は、  2010年度自主行動
　計画フォローアップ報告会（経
　団連会館）を開催しました。

再商品化事業者が指定法人に「有償入札」をした場合、再商品化の実施後に、再商品化
事業者から指定法人に有償分のお金が支払われます。指定法人はこの収入を一旦まと
めて、消費税相当額を除く全額を、引き渡し量と落札単価に基づいて各々の該当する市
町村へ拠出します。（平成22年度PETボトルは約45億円）

改正容リ法第10条の2により再商品化に実際にかかった費用があらかじめかかるで
あろうと想定されていた額を下回った場合に、その差額の1/2に相当する金額が特定
事業者から市町村へ再商品化合理化拠出金として拠出されます。拠出金のうち、その
1/2は品質の優良な市町村に支払われ、1/2は費用の低減に貢献した市町村に支払わ
れます。（平成22年度PETボトルは約9千万円）

QQ&&AAQ&A


